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上 2014）。協同学習は、英語では “collaborative 







































































































































































































































A 大学及び B 大学に在籍する 3～ 4年次生を対
象として、同一の授業プログラムを実施した。A
大学は 2クラス（便宜上それぞれ A-1組、A-2組
とする）、B 大学は 1クラス（同様に B-1組とする）
であった。プレ調査（4月）とポスト調査（7月）
の 2時点で質問紙調査を行い、両方の質問紙に回
答した A-1組 121名（男性 78名、女性 43名、平
均年齢 20.60歳）、A-2組 90名（男性 58名、女性
32名、平均年齢 20.52歳）、B-1組 47名（男性 17名、

















　ENDCOREs 尺度は、（7. かなり得意　6. 得意











































































（Ｆ (1,251) ＝ 11.58, ｐ＜ .001）は 0.1％水準で、「表
現力」（Ｆ (1,251) ＝ 9.39, ｐ＜ .01）、「他者受容」（Ｆ
(1,251)＝10.20,ｐ＜ .01）は1％水準で、「自己統制」
（Ｆ(1,253)＝ 5.68,ｐ＜ .05）、「関係調整」（Ｆ(1,254)
＝ 4.70, ｐ＜ .05）および協同作業認識の各項目「協
同効用」（Ｆ (1,251) ＝ 4.35, ｐ＜ .05）、「個人志向」
（Ｆ(1,254)＝ 4.33,ｐ＜ .05）、「互恵懸念」（Ｆ(1,255)












(2,253) ＝ .11,n.s.）、「表現力」（Ｆ (2,251) ＝ .43,n.s.）、
「解読力」（Ｆ (2,250) ＝ 1.13,n.s.）、「自己主張」（Ｆ
(2,251)＝ 1.53,n.s）、「他者受容」（Ｆ(2,251)＝ 1.20,n.
s.）、「関係調整」（Ｆ (2,254) ＝ .03,n.s.）および協
同作業認識の各項目「協同効用」（Ｆ(2,251)＝ .00,n.
s.）、「互恵懸念」（Ｆ (2,255) ＝ .06,n.s.）のいずれ
においても交互作用に有意差はみられなかったが
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